
【敬称略、順不同】

地区 氏名 ふりがな 所属事業所 業種
勤続
年数

（年）
功績の概要

福岡 1 磯邉　孝文 いそべ　たかふみ
西日本プラント工業株式会社

苅田事業所
建設業 37

入社以来、火力発電所の設備保修業務に従事し、電
力の安定供給に貢献してきた。また、安全管理者・品
質管理責任者として労働災害及び品質不適合の未
然防止にも取り組んだ。現在は事業所長として、所員
とともに事業所目標の達成に取り組んでいる。

福岡 2 三島　一彦 みしま　かずひこ
アサヒビール株式会社

博多工場
製造業 34

入社以来、醸造の全工程の安定管理を実践し、高品
質なビールの供給に貢献するとともに、安全や品質、
省エネ、生産効率の向上等に尽力している。また、こ
れまでの経験や技能の高さから２つの新工場の設立
メンバーに選出され、醸造工程設備の完成に尽力し
た。現在は新工場への円滑な移管を実現するために
業務設計の見直しに取り組んでいる。

福岡 3 稲木　未知留 いなき　みちる
株式会社モリトモ
モリトモ新天町店

卸売、小売業 31

入社以来、豊富な商品知識と経験に加え持ち前のセ
ンスの良さで新規顧客の獲得や売上向上に貢献して
いる。近年は従来のＤＭによる販促に加え、ＳＮＳや
ＷＥＢ広告などのデジタルツールも活用し、より幅広
い層への認知と集客効果を発揮している。また、手動
で行っていた在庫管理や顧客管理の電子化に携わる
など、業務の省力化にも貢献した。

福岡 4 石井　一樹 いしい　かずき
西部瓦斯株式会社

供給本部北九州設備部
電気・ガス・熱供
給・水道事業

31

入社以来、ガス工事・維持管理業務から緊急保安業
務に至るまで都市ガスの「安定供給」と「保安の確保」
に尽力した。東日本大震災や熊本地震等の災害対応
では、二次災害防止を最優先しながら早期復旧に尽
力した。また、近年はリーダーとして若手社員の育成
に力を入れ、自部署のみならず部門全体の技能継承
や職場の活性化に貢献している。

北九州 5 大見謝　克美 おおみしゃ　かつみ 黒崎播磨株式会社 製造業 43

入社以来、技術研究所勤務を経て平成元年よりエン
ジニアリング事業部で「溶鋼流量制御装置（ＳＮ装
置）」の技術サービスに従事。国内をはじめ韓国、中
国、インドに於いて同装置の導入に従事し、装置の普
及、拡販に大きく貢献した。現在は製造現場の安全
監督者として献身的に活躍している。

北九州 6 矢野　強 やの　つよし 株式会社戸畑製作所 製造業 41

入社以来、加工作業員から営業部を経て高炉用純銅
製品（高炉内に熱風を吹き込むための部品）の製造
部において加工工場長として活躍。常に加工機械・加
工方法の改善を意識して作業手順の見直しに注力
し、生産性の向上に大きく貢献した。また、長年の知
見を活かして、次世代を担う人材の育成・技術指導に
も寄与している。

北九州 7 阿部　秀信 あべ　ひでのぶ 株式会社深江工作所 製造業 37

入社以来、プレス工場のダイカスト班に配置され、３１
年に亘ってダイカスト加工一筋で職務を全う。特に、
２０１７年に３５０トンのダイカスト機を新たに導入した
際には、現場の責任者として、立ち上げに尽力した。２
０１８年の課長職就任以降は、水巻工場の管理者とし
て客先対応、材料手配、加工、出荷まで幅広く工場運
営に携わっている。

北九州 8 髙野　雅夫 たかの　まさお 株式会社三井ハイテック 製造業 35

高度な機械工学の知識を活かし、内製設備の開発設
計、製作、立ち上げ、並びに社外製設備の導入、選
定、仕様確定、立ち上げに従事。リードフレーム事業
の生産に長年携わり、『リードフレーム基材の搬送装
置』や『搬送装置及び搬送方法』についての特許を取
得するなど、品質、生産性の向上とともに、業績にも
大きく貢献した。

北九州 9 原口　友和 はらぐち　ともかず 日産自動車九州株式会社 製造業 35

品質保証部門で幅広い業務経験を持ち、現場監督者
として常に顧客目線で試作ロット内での不具合決着
及び出荷品質の向上に努めてきた。その高い知識と
指導力で国内のみならず、北米、インド、ロシア等の
海外工場でも車両走行評価、解析支援において現地
の方々の性質や力量に合わせたサポートを行い、人
材育成・品質向上に大きく貢献した。

北九州 10 山中　章己 やまなか　まさみ
ＴＯＴＯ株式会社
小倉第一工場

製造業 33

入社以来、エレクトロニクス技術のスペシャリストとし
て社会的意義の高い製品を多数開発。中でもスイッ
チの押力を電気エネルギーに変換して送信すること
で電池交換不要を実現した電波リモコン（エコリモコ
ン）は、社外各賞を受賞したほか、現在では公共の場
でウォシュレットリモコンとして主力となっている。

筑後 11 櫻井　正一 さくらい　しょういち 株式会社森光商店 卸売業 40

１週間の作業計画表を作成し、業務量に応じた適切
な人員配置を行うとともに、タブレット端末を活用す
ることで作業計画の精度を向上させ、目標生産性を
達成するなど、生産性の向上に貢献している。
また、面接とＯＪＴを組み合わせることで、部下の指
導・育成を充実させ離職者０人を実現するなど、人材
の定着にも貢献している。
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筑後 12 迫田　幸一 さこだ　こういち 株式会社ムーンスター 製造業 39

入社以来、４０年近くに亘り靴の製造に従事。豊富な
知識と高度な技術を生かし、刃型の置き方や裁断方
法の改善に取り組んだ結果、ゴム材料の取れ高向上
を実現し、産量の向上及びコストの削減に貢献した。
また、後進の指導・育成にも積極的に取り組み、工場
全体の技術向上及び生産効率向上、並びに安全生
産に大きく貢献している。

筑後 13 猿渡　隆一 さるわたり　りゅういち
三井化学株式会社
大牟田工場

製造業 38

入社以来、化学プラントの製造に従事。特に、プラス
チック製メガネレンズの原料であるモノマーの製造に
長く従事し、同製品の生産の自動化の推進や、長期
間の営業運転における複数製品の運転技術の確立
に携わるなど、主力製品の事業拡大に大きく貢献し
た。また、徹底した設備・保安管理を行い、事故及び
労働災害を撲滅させた。

筑後 14 山本　都江 やまもと　くにえ 学校法人久留米大学 医療、福祉 35

診療情報管理士の資格を生かし、電子カルテの導入
に係るシステムの構築に携わり、診療や看護ケアの効
率化に貢献した。また、看護職員の人事・労務担当と
して、組織の活性化を図ったほか、看護補助者への
教育と研修体制の整備に取り組み、看護師と看護補
助者の協働を促進させるなど、効果的で効率的な看
護の提供に貢献した。

筑後 15 田中　たかみ たなか　たかみ 社会医療法人弘恵会 医療、福祉 34

介護支援専門員として、３年ごとの介護報酬改定時に
は改定内容をいち早く理解し、経営者の指示に迅速
に対応できるよう努めている。特に、平成２１年の改定
の際には、特定事業所加算の加算要件となる主任介
護支援専門員をいち早く配置し、事業所の生産能率
の向上に貢献した。また、管理者として尽力し、労働
福祉の向上を図った。

筑豊 16 桑原　孝治 くわはら　たかはる トヨタ自動車九州株式会社 製造業 40

エンジン製造部において、エンジンの生産原価低減
を目標に掲げた特命業務に部内のリーダーとして従
事し、生産現場での作業改善や自働化により、目標
を前倒しで達成するなど、生産能率の向上に貢献し
た。また、中国天津工場においては、現地メンバ－に
対し技術指導を進めた結果、生産可動率の向上及び
品質不具合の低減に貢献した。

筑豊 17 辰島　博 たつしま　ひろし
医療法人社団敬信会

大法山病院
医療、福祉 37

看護師長として職員の勤務環境改善にも積極的に取
り組み、育児休業や介護休業の見直し、正規職員の
短時間勤務導入等を実現し、働きやすい職場づくり
に貢献するとともに離職率の減少に寄与した。また、
自身の知識や技術の研鑽に努めながら、院内の看護
師や准看護師等の教育・育成に積極的に取り組むな
ど、後進の育成にも尽力している。

筑豊 18 明神　和幸 みょうじん　かずゆき
医療法人飯塚恵仁会
たていわ病院

医療、福祉 31

長年看護業務に携わる傍ら、筑豊地区地域精神医療
研究会や九州精神医療学会が主催する研究発表会
等に積極的に参加し、そこで獲得した知識・技術を自
らの看護業務に活用するとともに、院内研究発表を
通じて院内全体に共有することで、看護業務の質の
向上に貢献した。

筑豊 19 太田　るみ子 おおた　るみこ
医療法人昌和会
見立病院

医療、福祉 30

院内の感染対策委員長として、病院全体の感染管理
に当たり、患者や職員の感染リスクの調査や最新の
感染管理知識の収集に努めるとともに、職員に対し
啓発教育を行うことで、病院全体の感染管理意識の
向上に貢献した。
この功績は、昨今のコロナ禍において院内の感染拡
大を最小限に食い止める結果となった対策の指針と
なる礎を築いた。

筑豊 20 佐野　千恵 さの　ちえ
医療法人和光会
一本松すずかけ病院

医療、福祉 30

地域医療連携室長として、域内外の病院・施設等と
の連携強化による地域医療の提供の円滑化や、入院
治療型病院から在宅支援型病院への転換に尽力し
た。現在は看護部長として、精神科版の地域包括シ
ステムの構築に向けて、施設の役割の明確化と部署
間の連携体制等の整備・強化に取り組んでいる。
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